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1 ．はじめに
近年，特に2０００年以降，長崎県や大分県をはじめ九
州一帯の新生代の地層からの足跡化石の産出報告は増
加している．印跡動物はゾウ類，シカ類と考えられる
偶蹄類，サイ類と考えられる 3趾型哺乳類，未確定の
4趾型哺乳類，そしてワニ類，鳥類などである（河野
隆・河野重�2０００；犬塚ほか　2００9；岡村・北林��
2０12；岡村�2０16；北林�2０17）．しかし，“津

つ

波
ば

見
み

脊椎
動物化石群”と呼ばれていてゾウ類，シカ類，ワニ
類，カメ類などの体化石が発見されている（大塚
1971；高橋・平山2０14）長崎県南島原市加

か

津
づ

佐
さ

町甲一
帯に分布している前期更新世の口之津層群加津佐層か
らの足跡化石の報告はまだ見ない．
こうした中，筆者のひとり北林は2０18年 4 月28日 ,

当地域の加津佐層の地層と化石を調査中に，磯浜の狭
い範囲に露出した泥岩層面から偶蹄類と 3趾型哺乳類
の印跡と考えられる足跡化石を発見した．この地域か
らは，これまで足跡化石の報告がなかったことから，
筆者らは2０19年 3 月17日に確認の調査を行った．ここ
では，その調査で得られた結果を報告する．

2 ．産出地
足跡化石の産出地は，長崎県南島原市加津佐町甲を

南北に走る国道251号線沿いの磯浜の潮間帯で，島原
半島の西岸である（図 1）．磯浜の広さは南北約26０

ｍ，東西幅は数1０ｍ．その西方域と南方域は常時海水
面下にある．北部には両

ふたごいわ

子岩と呼ばれる礫岩からなる
石柱が並ぶ．この両子岩から南方へ続く磯浜は主に安
山岩類からなる大小の転石で被われていて地層は見え
にくい．印跡層は，砂岩と一部小礫を含む泥岩の互層
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図 1 ． 長崎県南島原市加津佐町甲の口之津層群加津佐層の足跡
化石産出地（★印）．地理院地図を使用．
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からなり複数層準確認できる．足跡化石の大半は南部
域の転石が少ない部分で干潮時に観察できる．その範
囲は南北約1００ｍ，東西約24ｍで，国道の加津佐�第
2-2 ロックシェッド（覆道）のすぐ西側に位置する．

この印跡層の傾斜は緩く表面はほぼ平坦である．その
面全域に径が約15～2０cm の円形や亜円形，それらが
8の字形に重なった窪みが多数見られる．窪みの深さ
は 5 ～ 7 cm．窪みと周囲に褐鉄鉱が沈着しているも
のやコケムシの付着が見られる．海藻で被われている
窪みも多い．窪み内に上位層が残存するものも見られ
る．転石で破壊されている窪みはあるが，穿孔貝によ
る破壊は少ない（図 2）．

3 ．足跡化石
足跡化石の分布や数については，窪みの中に現世の
砂や転石，貝類や海藻類が見られることと潮汐の関係
で，印跡面全域の詳細な記録はできなかった．このた
め上面からの観察で保存が良好な窪みについて写真撮
影とシリコンゴムでの型取りなどを行った．その結
果，これらの窪みには次のような形態的な特徴が見ら
れた．

図 3 ．産出した足跡化石（スケールの 1 目盛は 5 mm）．
1 ．窪みの前縁に耳介形の突出が 4 ～ 5 個見える．サイ類の足跡が重複したものである．
2 ． 2 個体のサイ類の前後の足印 4 個が前後にややずれて印跡していて 8 字形に見える．
3 ．ササノハ形の主蹄印が前後に重複している．偶蹄類の 1 個体の印跡である．
4 ．ササノハ形の主蹄が滑っていて紡錘形に見える足跡．偶蹄類の 1 個体の印跡である．
5 ．前半部に 4 個の先端が鋭い趾印が放射状に出る．ワニ類の後足印である．
6 ． 前半部に5 個の先端が鋭い趾印が放射状に出る．後半部は 1 個の長いＵ字形と小さな溝がＶ字形になっている．この溝印は上肢の

印跡と考える．ワニ類の前足印である．

図 2 ． 足跡化石の産出地．干潮時の印跡面には転石や海藻が多
いが，足跡化石が密集して見られる（スケールは50cm）．
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（a）円形や亜円形，楕円形の窪みで，前半部の外縁
に 3～ 5 個の先端が尖らない耳介形の突出が見られ，
後縁は大きな弧状，あるいはＵ字形である．この後縁
の中間部に切痕が 1箇所見られることが多い．このよ
うな特徴をもつ足跡は， 3趾型の足印が 2個，あるい
は 3個以上重複している場合の形態である（岡村・北
田，2０21）．図 3-1 と図 3-2 に示した窪みはこの特徴を
もつ．足印長は1０～11cm，足印幅は1０～12cm．サイ
類の印跡と考えられる．
（b） 2 個のササノハ形や紡錘形の窪みがほぼ平行に
並ぶ．あるいはＶ字形やＵ字形に並ぶが，よく観察す
るとそれらの窪みが少しずれて 4個あると確認できる
ものがある．また，これらの後方の内外側に小さな窪
みが 2個見られることがある．このような特徴をもつ
足跡は，ササノハ形が 2 個に見えるが 4 個が重複し，
その後方に副蹄印がつく偶蹄類の足跡の形態である．
図 3-3 はササノハ形の主蹄印が 4 個ほぼ平行に並ぶ．
主蹄印長は4.5～ 5 cm，主蹄印幅は1.7～ 2 cmである．
図 3-4 は 2 個の紡錘形の窪みが並列しているように見
えるが，シリコンゴムの凸型の観察からは両主蹄が図
の右方向に滑って着地したためにできたもので，主蹄
の形態は蹄先が尖るササノハ形である．主蹄印長は
5.5～ 6 cmである． 2標本ともに偶蹄類の中のシカ類
の印跡と考える．
（c）先端が鋭く尖る細い溝が 4 ～ 5 個前方と前内外
側方へ放射状に出る．やや湾曲する場合がある．この
窪みの全体の形態は，グローブ形やチューリップ形，
あるいは縦ヒイラギ葉形や横ヒイラギ葉形（岡村，
2０2０）で，全体の窪みの中部から後部は幅が広いＵ字
形や長細いＵ字形になる．また，先端の爪印が尖る 4
個の趾印と 3個の趾間膜印の遠位端がＶ字形でなくＵ
字形になる．後半部の底面はやや窪むが凹凸は少な
い．後縁はＵ字形である．このような特徴からワニ類
の足跡で後足印と考えられる．趾部と蹠部を含めた全
体の後足印長は11cm，後足印幅は 9 cm である（図
3-5 ）．図 3-6 に示した窪みは，図 3-5 に似た形態であ
るが，先端の爪印が尖る趾印は 5個である． 4箇所に
趾間膜印が見られる．これは図 3-5 と同様にワニ類の

印跡と考えられる．趾印が 5個見られることから前足
印である．この形態から趾印と掌印の後部に続く細く
長い樋

とい

形の窪みは前腕部の印跡である．これとＶ字に
なる最後部の小さな樋形の窪みは上腕部印と考えられ
る．前足印長は12cm，前足印幅は15.5cm．前腕部印
長は8.5cm，幅は3.5cmである．
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